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るとよく説明できる [42]0(TMTSF)2CI04においても、 Yonezawaらが、 FFLO状態の可能性を
示唆する磁場中の転移温度の角度依存性を観測し [43]、LebedとWuは理論的にFFLO状態を再
現する結果を得ている [4]。この物質では、上部臨界磁場の大きさや温度依存性も、 FFLO状態
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/Ek+q↑-Ekll rv 2μeH 三 h
を満たすものであることが分かる。電子のエネルギ一分散 Ekσ が等方的な場合は、







































6多くの場合、 T何 0.56xれにある正常状態、 FFLO状態、 BCS状態の三重臨界点。




であり [4ト同時期に、 LarkinとOvchinnikovも同様の主旨の論文を書いている [5]0このことか
ら、この状態はFulde-Ferrell-Larkin-Ovchinnikov状態、略してFFLO状態と呼ばれるが、この






を設定し、 BCS状態 (q= 0) とFFLO状態 (q=1 0)、そして正常状態の自由エネルギーを計
算で求め、比較して調べることができる8。しかし、少なくとも、分極エネルギーに関して有利な

















一般的な秩序変数の形は(叫(r)ψ~， (r'))であり、重心座標R三 (r+ r')/2と相対座標 ρ三 rー が
の関数とみて、
ムσ，(R，p)= (ψ;(R+;川，(Rーシ)) (9) 
8厳密には、 q=Oの超伝導状態に限ったものを BCS状態と呼ぶことも、確定的なコンセンサスがあるとは言えな
い。例えば、 FFLO状態を q#OのBCS状態と呼んでも間違いではないだろう。しかし、ここでは便宜上、 q=Oの
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を超伝導秩序変数とすることを考えると、 kはクーパ一対を形成する 2電子の相対運動量、 qは重
心運動量となっている oqはすでに説明したFFLOベクトルに相当する。ところで、上で述べた
ように、 FFLO状態が実現するときでも、 qの大きさは、通常、ブエルミ運動量の大きさよりもは
るかに小さいから、 k土q/2やk'土q/2が、ほぼフエルミ面上にあるときには、 V(kー ピ)の引数





















式 (9)の秩序変数で、 σ=↓、 σ，↑とおき、式 (11)を用い、重心座標を改めて rで書くことに
すると、
ム(叩)=t江乞e仰乞e-iq.r(C-k+中号れi♂んC




























向いたり、 45度方向を向いたりする [6，50， 51]。より現実的な非等方的なフェルミ面の場合では、






























































例えば、 1次元の場合、このネスティングは完全と考えられるが、 T→0で、 FFLO状態の上部





























































































































という形の解から、最も自由エネルギーの低い解が実現する。 M は縮退している qの個数であり、
等方的な場合は上に書いたように、 M=∞である。通常、少なくとも ql= qとq2=-qは縮
退しているだろうから、 M は最小で2である。ム(r)が実空間で周期的になるためには、ムmのう
ち、 1個、 2個、 3個、 4個、 6個だけがOでない値をもち、それ以外のムm が0となる状態、である
必要がある o FuldeとFerrellが考えたのは、一つだけの qの状態であり、
ム(r)=ムle珂 (17) 
である。 LarkinとOvchinnikovは、 3次元等方的な場合に、この状態よりも、










の状態よりも、 3個、 4個、 6個の qmが重なった状態
ム(r)αexp(iql. r)+ exp(i(l2・r)+ exp(iq3 . r)， 
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